
　
「
海
の
帝
国
琉
球
」
展
の
ご
案
内

　

二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
（
火
）
か
ら
五
月
九
日
（
日
）
ま
で
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
に
て
、
特
集
展
示
「
海
の
帝
国
琉
球
―
八
重
山
・
宮

古
・
奄
美
か
ら
み
た
中
世
―
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
海
洋
国
家
琉
球
の
姿

を
、
沖
縄
本
島
だ
け
で
な
く
、
八
重

山
・
宮
古
・
奄
美
な
ど
周
辺
地
域
か

ら
の
視
線
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
捉
え

な
お
す
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

史
料
編
纂
所
か
ら
は
国
宝
「
島
津

家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
琉
球
国
王
の

書
状
な
ど
を
は
じ
め
、
国
絵
図
や
海

図
な
ど
の
画
像
史
料
が
多
数
出
陳
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
画
像
史
料

解
析
セ
ン
タ
ー
「
港
湾
都
市
図
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
研
究
成
果
を
含

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
黒
嶋　

敏
）
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表１
番号 架蔵番号 史料名 年月日 和暦 西暦 備考 金石文
1 拓本−1878 朝鮮鐘銘 顕徳３年大歳丙辰正月25日 天暦10 956 波上宮旧蔵、残欠 222
2 拓本−1879 琉球相国寺鐘銘 景泰７年歳次丙子９月23日 康正２ 1456 亡失 216
3 拓本−1880 琉球天尊殿鐘銘 景泰７年丙子９月23日 康正２ 1456 202
4 拓本−1881 琉球天龍寺鐘銘 景泰７暦丙子小春（10月）吉日 康正２ 1456 203
5 拓本−1885 琉球天妃宮鐘銘 景泰丁丑年（８年）朔旦 長禄元 1457 207
6 拓本−1882 琉球潮音寺鐘銘 天順元年６月19日 長禄元 1457 天久寺旧蔵、亡失 −
7 拓本−1883 琉球万寿寺鐘銘 天順元年10月吉日 長禄元 1457 亡失 217
8 拓本−1884 琉球魏古城鐘銘 天順元年12月９日 長禄元 1457 亡失 −
9 拓本−1886 琉球中山国王殿前鐘銘 戊寅６月19日辛亥 長禄２ 1458 万国津梁之鐘 210
10 拓本−1887 琉球一品権現（冲宮）鐘銘 天順３年３月15日 長禄３ 1459 臨海寺旧蔵、県博現蔵 211
11 拓本−1888 万歳嶺記碑文 大明弘治10白龍舍丁巳仲秋（８月）之吉旦 明応６ 1497 残欠 223
12 拓本−1889 官松嶺記碑文 大明弘治10年龍集丁巳南呂（８月）吉日 明応６ 1497 残欠 224
13 拓本−1890 国王頌徳碑文 大明弘治11年歳次戊午８月吉日 明応７ 1498 円覚寺旧蔵、残欠 226
14 拓本−1891 円覚寺松尾之碑文 大明弘治14辛酉林鐘上澣日（６月上旬） 文亀元 1501 亡失 −
15 拓本−1892 大道(サシカヘシ)松尾碑文 大明弘治14暦辛酉林鐘上澣日（６月上旬） 文亀元 1501 亡失 227
16 拓本−1893 真珠湊碑文 嘉靖元年みつのへむまのとし４月９日 大永２ 1522 残欠 229
17 拓本−846 琉球真珠湊碑文 嘉靖元年みつのへむまのとし４月９日 大永２ 1522 残欠、秋山謙蔵送付 229
18 拓本−1894 琉球国王頌徳碑文 大明嘉靖元年壬午12月吉日 大永２ 1522 残欠 228
19 拓本−845 国王頌徳碑銘 大明嘉靖元年壬午12月吉日 大永２ 1522 残欠、秋山謙蔵送付 228
20 拓本−1895 王舅達魯加祢國柱大人寿蔵之銘 嘉靖4稔乙酉２月21日 大永５ 1525 110
21 拓本−1896 崇元寺前下馬碑文 大明嘉靖６年丁亥７月25日 大永７ 1527 西の碑残欠  51
22 拓本−1897 広徳寺浦添親方塚碑文 万暦25丁酉８月14日 慶長２ 1597 所在不明 231
23 拓本−1898 琉球浦添城前碑文 万暦25年ひのとのとり９月大吉日 慶長２ 1597 残欠 232
24 拓本−1899 中山孔子廟記碑文 康煕55年歳次丙申12月望跡２日 享保元 1716 残欠 234
25 拓本−1900 琉球国新建儒学碑記文 康煕58年歳次己亥冬10月之望 享保４ 1719 残欠 236
26 拓本−1901 中山第一碑文 康煕己亥（58年）冬至（11月７日） 享保４ 1719 竜樋之碑、亡失 235
27 拓本−1902 与那覇勢頭豊見親逗留旧跡碑文 乾隆32年丁亥９月吉日 明和４ 1767 残欠 240
28 拓本−1903 重修天女橋碑記 嘉慶３年戊午季冬（12月）穀旦 寛政10 1798 残欠   46
29 拓本−1904 琉球国新建国学碑文 大清嘉慶６年歳次辛酉陽月（10月）穀旦 享和元 1801 亡失 237
30 拓本−1905 重修真玉橋碑文 道光17年丁酉５月穀旦 天保８ 1837 残欠   62
31 拓本−1906 首里新建聖廟碑文 大清道光17年歳次丁酉12月上旬 天保８ 1837   48

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
第
90
号　

訂
正

史
料
紹
介
と
研
究
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
琉
球
関
係
拓
本
」（
高
橋
慎
一
朗
）

　

７
頁
上
段　

表
１　

→　

架
蔵
番
号
を
本
頁
下
段
掲
載
の
表
１
に
差
し
替
え

史
料
紹
介
と
研
究
「「
琉
球
首
里
ノ
圖
」・「
琉
球
那
覇
圖
」
―
古
河
歴
史
博
物
館
蔵
「
鷹
見
泉
石
関
係

資
料
」
よ
り
―
（
渡
辺
美
季
）　

11
頁
下
段
、
後
ろ
か
ら
８
行
目

誤
：‌�「
沖
縄
に
赴
任
し
た
鹿
児
島
の
警
察
官
が
、
沖
縄
で
入
手
し
た
屛
風
か
ら
絵
の
部
分
だ
け
を
持

ち
帰
っ
た
も
の
で
」

正
：‌�「
沖
縄
に
赴
任
し
た
鹿
児
島
の
警
察
官
が
、
沖
縄
で
入
手
し
た
絵
を
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
」




